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数学Ⅱ 第 1 章 式と証明 No.2 

学習のねらい 

多項式の割り算について理解しよう！ 

 

 整数の割り算は𝑎 = 𝑏𝑞 + 𝑟と表すと学んだ。これを多項式に応⽤して
みよう。例えば、 

𝑥! − 𝑥" − 𝑥 − 2 = (𝑥" + 2𝑥 − 1)(𝑥 − 3) + 6𝑥 − 5 
という式が成り⽴っている。𝐴 = 𝑥! − 𝑥" − 𝑥 − 2、𝐵 = 𝑥" + 2𝑥 −
1、𝑄 = 𝑥 − 3、𝑅 = 6𝑥 − 5とすると、𝐴 = 𝐵𝑄 + 𝑅が成り⽴つ。つまり、
𝑥! − 𝑥" − 𝑥 − 2(= 𝐴)を𝑥" + 2𝑥 − 1(= 𝐵)で割ったときの商が𝑥 −
3(= 𝑄)、余りが6𝑥 − 5(= 𝑅)と考えられる。 

⼀般に次のことが成り⽴つ。 
 

  𝐴と𝐵が同じ１つの⽂字についての多項式で、𝐵 ≠ 0とするとき、	

𝐴 = 𝐵𝑄 + 𝑅、𝑅は 0 か、𝐵より次数の低い多項式 
 を満たす多項式𝑄と𝑅がただ 1 通りに定まる。 
 
 と⾔っても⼤事なのは、計算できることであって・・・。どのように
計算しようか。次の□のように計算する。	
 
 
 
 

Step.1 
 𝐴と𝐵を降べきの順にする。 
Step.2 
 次数を揃えて計算する。ある次数 

の項がないときは、その項の場所 
 をあけて計算する。 
Step.3 
 余りが0になるか、余りの次数が、割る式𝐵の次数よりも低くなるまで

計算する。 
 
 まぁ、「と⾔われましても・・・」となると思うので、実際に⼿を動
かして慣れましょう！！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数学Ⅱが始まったね！ 

数学Ⅱ・・・やっぱり難しいので 

頑張っていきましょう！ 

私も頑張るね！ 
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♢問題 

1. 次の多項式𝐴、𝐵について、𝐴を𝐵で割った商と余りを求めよ。 
 (1) 𝐴 = 𝑥" + 7𝑥 + 10、𝐵 = 𝑥 + 2 
 (2) 𝐴 = 𝑥! − 3𝑥 − 8、𝐵 = 𝑥 − 3 
 (3) 𝐴 = 𝑥" − 3𝑥 − 5、𝐵 = 2𝑥 − 2 
 
 
 
 
 
 
 


